
県指定 天然記念物

宇目の野生桐

　この野生桐は、藤河内区から南へ約７kmの鋸切谷の標高７００mの所に自生してい
る。この地域はヒノキやケヤキの造林地であるが、野生桐が散見される。指定された
桐はその当時樹高は２０m、樹勢は極めて良好で、樹齢は２０余年と推定されていた。
桐が自生することは植物分類学者などに認められていなかったが、昭和３１年（１９５
６）に植物分類学者の本田・前川・北村博士などが現地を調査した結果、自生すること
を認めるに至った貴重なものである。


